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論文内容の要旨

鼻咽腔内視鏡等によって発音時の鼻咽腔閉鎖運動を観察すると，鼻音発音時には半閉鎖、非鼻音発音

時には完全閉鎖と表出される語音に応じて鼻咽腔の閉鎖状態が調節されていることが伺える。

ところで，これらの調節には聴覚，口腔内感覚等の感覚情報が関与していると思われるものの，鼻咽

腔が半閉鎖状態で維持される鼻音化母音発音時の口蓋帆挙筋活動の調節には如何なる感覚情報が関与す

るか全く明らかにされていないのが現況である。

従来の研究報告では，発音時lと構成される口腔内圧が口蓋帆挙筋活動の調節に関与する感覚情報であ

るといわれてきた。しかしながら，鼻音や母音のように構音点が開放されている語音では口腔内庄の消

長のみで口蓋帆挙筋活動の調節の仕組みを説明するのは困難であり むしろ臨床的事実からは鼻腔内に

構成される呼気圧も本調節に関与するのではないかと想定される。

そ乙で，著者は，鼻咽腔閉鎖運動調節の仕組みの一端を明らかにすることを目的として，鼻音化母音

発音時の鼻腔内圧の口蓋帆挙筋活動に対する効果を健常成人延べ57名を対象にして口蓋帆挙筋筋電図を

指標lζ検討した。また，口蓋裂術後患者20名を対象として，健常者同様の鼻腔内圧と口蓋帆挙筋活動の

関係が認められ得るか否かを検討した。

1. 流出鼻腔呼気遮断装置を用いて鼻音化母音発音時に流出鼻腔呼気を遮断して鼻腔内圧の上昇をはか

ると，健常者での口蓋帆挙筋筋活動は低下を示した。

2. 流出鼻腔呼気遮断時の声帯振動の変化及び口前音の聴覚フィードパック機構を介する口蓋帆挙筋活

動に対する影響を検討した。その結果，流出鼻腔呼気を遮断しても声帯振動は非遮断時と比較して変

化していないことが明らかとなった。また，自己音声マスキング( 100 dB(A) DC~ 2kHz band pass 
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noise) によって聴覚系の関与を除去しでも，流出鼻腔呼気遮断時の口蓋帆挙筋活動の低下現象は，なお

認められた。さらに，鼻咽腔の完全閉鎖状態時に外部より調節的に 10cmH20以下の範囲内で鼻腔内圧

を負荷した結果，鼻腔内圧の上昇に対応して口蓋帆挙筋活動が上昇する関係が認められ，鼻腔内で圧

変化が感知され口蓋帆挙筋活動の調節i乙関与することが示された。以上の実験結果から，流出鼻腔呼

気遮断時の口蓋帆挙筋活動の低下現象が，上昇した鼻腔内圧の効果である可能性が示された。

3. 鼻音化母音発音時に外部より種々の高さの系内圧を形成し対応する口蓋帆挙筋筋電図を測定した。

その結果，概ね 4 cmH20以下では圧の大きさに対して筋活動は低下を示すが，さらに圧が上昇すると

庄の大きさと筋活動の関係には被験者聞に一定の傾向は認められなかった。しかしながら，通常鼻音

化母音発音時に形成される鼻腔内圧の範囲内では圧の上昇に対応して筋活動が低下する負の相関関係

が認められた。

4. 健常者7で認められた鼻腔内圧と口蓋帆挙筋活動の関係が口蓋裂術後患者にも認め得るか否かを検討

するため，口蓋裂術後患者を対象に鼻音化母音発音時i乙流出鼻腔呼気を遮断して口蓋帆挙筋筋電図を

測定した。その結果，鼻咽腔閉鎖機能が不良な患者では，筋活動は変化しなかったが，他方鼻咽腔閉

鎖機能が良好な患者では筋活動の低下が健常者同様認められた。

以上の実験結果から，鼻咽腔が半閉鎖状態を呈する鼻音化母音発音時の口蓋帆挙筋活動の調節iζ は発

音時に形成される範囲内の鼻腔内圧が関与することが示され，口蓋裂患者においても良好な鼻咽腔閉鎖

機能を有している患者では健常者同様の鼻腔内圧と口蓋帆挙筋活動の関係が成立する乙とが明らかとな

った。

論文の審査結果の要旨

本研究は鼻音化母音発音時の鼻咽腔閉鎖運動に対する鼻腔内圧の影響について検討したものである。

従来，鼻音化母音の表出に際して個々の構音器官の運動，特に軟口蓋運動がどのような感覚情報によ

って調節されているか全く不明であった。

この点、に着目した本研究は，鼻咽腔が半閉鎖状態を呈する鼻音化母音発音時の口蓋帆挙筋活動の調節

に発音時に形成される範囲内の鼻腔内圧が関与することを初めて明らかにしたものであり，鼻咽腔閉鎖

運動の調節の仕組みを知る上で極めて意義深いものである O

また本結果は，口蓋裂患者の構音治療に対しても大いに寄与するものと考えられる。

よって，本研究者は歯学博士の学位を得るに十分値するものであると認める。、
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